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124 フランス革命（2）

自由主義的な貴族や金持ちの市民（後のフイヤン派）は、

革命をこの程度（立憲君主政）で終わらせようと考えていた！
１）ここまで革命のリーダーシップをとってきたのは自由主義的な貴族や金持ちの市民である。国民議会でも、【1: 】

1749-91 やラ=ファイエットなどの立憲君主派（＝後の【2: 】）が主導権を持っていた。彼らは、革命を立憲君

主政の枠内での変革で終わらせようと考えていた！ 議会と国王・貴族の和解をはかる動きもあったが、結実せず。

①1789年11月2日 国民議会は、教会財産の没収を決議（実行したのは1790年）

これ以降ナポレオンと教皇ピウス７世のコンコルダート（1801宗教協約）までローマ教会との関係悪化。

☆このころ、幅広い革命組織ジャコバン=クラブが成立した。（パリのジャコバン修道院に本部を置いた）

②1790年 国民議会は、全国の行政区画を改め、教会財産を国有化して競売にかけ、度量衡単位の統一を宣言（ただ

し、メートル法は1795年/正式採用は1799年）し、ギルド廃止などを実現した。すでに革命前の財務総監テュルゴ

ーは1776年にギルド廃止令を出し、一部を除くギルドの廃止が進められていたが、テュルゴーは同年失脚、1779年

にギルド廃止令も廃され、ギルドは復活。1790年、国民議会は営業の自由を定めるとともにギルドの廃止を決定。

２）1791年、ミラボーの急死によって、宮廷と議会の仲介者を失ったルイ16世は、王妃の「実家」である【3: 】

の力を借りて革命を押さえ込もうと決意した。

王妃マリ=アントワネット 1755-93 の母、マリア=テレジア 位1740-80 は既に1780年に亡くなり、長兄ヨーゼフ２世も

1790年に亡くなり、次兄のレオポルト２世がオーストリア国王（神聖ローマ帝国皇帝）となっていた。

1791年６月20日～21日 国王一家国外逃亡未遂事件････【4: 逃亡事件】

国境に近いヴァレンヌで捕らえられてテュイルリー宮殿に連れ戻され、以後軟禁状態におかれる。実は武力鎮圧を決意し

た国王は国境地帯のモンメディ要塞を目指していたのだが、国民議会はこれを国外逃亡と見なし、国民のあいだにわずか

に残っていた「国王陛下」に対する信頼と敬意は消え去った。にもかかわらず、ミラボーやラ=ファイエットなどの立

憲君主派（1791年７月、ジャコバン=クラブを脱退してフイヤン修道院でフイヤン=クラブを結成）

の主導の下で1791年９月３日、国民議会は、フランス最初の【5: 】※を制定して解散した。 国民議会

３）この憲法に従って制限選挙が行われ招集されたのは、【6: 】1791.10.1～1792.9 である。 立法議会

※ これを「1791年憲法」と言う････有産市民にしか選挙権がない制限選挙制 による

立憲君主政、一院制議会の憲法だった。これは制定時から市民の要求にそぐわないも

のだった！

そのため、立法議会で、立憲君主政をめざすフイヤン派（支持基盤は上層ブルジョア）をおさえて多数を占めたのは、穏

健共和政をとなえる【7: 】だった！ 彼らの支持基盤は小ブルジョワ階層の商工業者（指導者のうち３人がジロ

ンド県出身だったためジロンド派と呼ばれた）。

○このころ、貴族の亡命相次ぐ。亡命貴族はエミグレと呼ばれた。彼らは王政復古後に帰国する。

1791年10月31日 ジロンド派が多数を占める立法議会は亡命貴族の財産没収を決議。

○このころ、国外からの革命への干渉の動きが始まった。

亡命貴族が外国政府に干渉をはたらきかけた。王弟アルトワ伯（後のシャルル10世）もその一人。

オーストリアもプロイセンもイギリスも、少なくとも国王と支配階級は、フランスで起こっている事態を認め

ない。こんなことが自国で起きたら大変なので、武力干渉の用意をしはじめる。いまや革命フランスは、全ヨ

ーロッパを敵にまわした。

革命の進展を恐れた国王・聖職者・貴族・亡命貴族らが、あろうことか、外国からの軍事干渉に期待していることが知れ

渡ると、フランス国民は大きな怒りとともに燃えるような愛国心を感じていた。

1791年８月27日 オーストリア皇帝レオポルト２世とプロイセン国王フリードリヒ=ヴィルヘルム２世は共同で、ピルニッ

ツ Pillnitz 宣言を出した。両国がルイ16世の地位回復、革命政府の非正統性を諸国の君主に訴えた文書であり、翌年から

の革命戦争を誘発した。

革命戦争の始まり 1792年春、王政廃止を主張するジロンド派が政権についた。07J

１）1792年４月20日 ジロンド派内閣は、内外の反革命勢力を一掃するため、オーストリアに宣戦布告。これが革命戦争の開

始である。なお、ルイ16世も対オーストリア宣戦に反対しなかった。11W

山岳派（ジャコバン派最左派。議場の高い場所の議席を占めていたので山岳派と呼ばれた）は当時は議会内少数派で、こ

の時には開戦に反対した。急激に勢力を増した彼らは翌年の1793年6月から独裁を行う。

オーストリア・プロイセン連合軍がフランス国内に侵攻し戦闘が始まった。しかし、フランス軍の指揮官は貴族で王党派

が多く、そもそも戦意がないので、勝てるわけがない。

２）祖国は危機にあり の立法議会宣言に呼応して自発的に志願した【8: 】が結集しはじめる。義勇兵の戦意はき

わめて高かった。

1792年7月 パリに入ったマルセイユ義勇兵軍団が『ラ=マルセイエーズ』（歌詞後掲）を歌う。

1792年8月10日 【9: 】 全国からパリに結集した義勇兵と山岳派と

サンキュロット（下層市民）が反革命派を一掃するためにテュイルリー宮殿を襲撃。

国王一家をタンプル塔に幽閉した。エベール 1757-94 が活躍。

立法議会は王権停止を決定して解散した。（その後１ヶ月余、議会なし） 立法議会

３）1792年9月20日 【10: 】 パリ近郊の小村ヴァルミーに迫ったオーストリア・プロイセン連合軍をフ
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ランス軍が撃退。初めて勝利を得た。「祖国と革命を守る」気概に燃えた義勇兵を中心とする革命軍が職業軍人を打ち破っ

た。プロイセン側から目撃したゲーテは『ここから、そしてこの日から、世界史の新しい時代が始まる』と後に記した。

４）1792年9月20日 新憲法制定のため男子普通選挙による 【11: 】招集 国民公会

（立法議会は８月10日事件で既に解散している）

当選した議員は、急進共和主義の【12: 】が多数を占めた。

【13: 】Marat 1743-93・【14: 】Danton 1759-94・【15: 】Robespierre 1758-94 など。
入浴中殺害される

1792年9月21日～22日 国民公会は、王政廃止と共和政を宣言 第一共和政
1792.9.21-1804.5.18

1793年1月21日 国民公会、国王ルイ16世を処刑（王妃マリ=アントワネットは同年10月16日処刑）

1793年2月13日 イギリス首相小ピット（大ピットの次男）は、ルイ16世の処刑に対抗して

【16: 】を結成。フランスと戦争状態に突入。

同盟国はイギリス・オーストリア・プロイセン・スペイン・オランダ、それにサルデーニャ。

1793年3月10日 ヴァンデーの農民反乱 国民公会の30万人徴兵制に反発。95年までにほぼ平定された。

徴兵令に反対する農民たちの運動が反革命運動に発展。農民多数が虐殺された。№125で詳述。

ジャコバン派の革命独裁 1793年６月～1794年７月

幅広い革命グループだったジャコバン派は、フイヤン派とジロンド派が脱退し、最左派だった山岳派だけが残った。小ブ
ルジョワ、貧困市民、農民の利害を代表し革命の激化とともに台頭。93年頃にはジャコバン派＝山岳派と見なしてよい。

１）1793年6月2日 【17: 】がジロンド派を国民公会から追放し独裁政治を開始。

サンキュロット（Sans-culotte 貴族のはく半ズボン＝キュロットをはかない人）と呼ばれるパリの貧しい民衆の運動の著し

い高まり、戦争と反革命という非常事態のなかで成立したもの。革命の防衛を目的に権力は【18: 】に集

中され、民衆運動は抑圧された。指導者は【15】。反対者を捕らえ、「反革命」を理由に、次々とギロチンで処刑！いわゆ

る「【19: 】」を行った。化学者ラヴォワジェも徴税請負人の前歴を理由に処刑された（1794）。

２）1793年6月24日 【20: 】（ジャコバン憲法）を制定。これは、男子普通選挙制に基づく、人類史上初の

徹底した民主的憲法だった。しかし、施行は「平和到来まで延期」され、結局施行されなかった。

３）1793年７月17日 国民公会は、封建地代など封建的特権の無償廃止を決議。領主が農民に課していた地代を無償で廃止、

フランスの農民解放は完成した。土地を得た農民は急速に保守化し、革命の進展を望まないようになる。

このほか、ジャコバン政権（1793年６月～1794年７月）は次のような政策を実行した。

①亡命貴族の土地を農民に払い下げた。（没収したのは1791年）

②最高価格令などの物価統制を実施。これは不評だった。

③【21: 】を実施した。

④メートル法の採用も断行した（1799）。

地球の子午線の四分弧の長さの１千万分の１が１ｍ。度量衡の基準単位決定にあたり、地球の大きさという科学上の
事実に関連づけたのは、啓蒙思想の合理主義精神の影響を見てとれる。ただし、普及するのは19世紀中頃。

⑤【22: 】の採用(1793.10.5-1806.1.1)も断行した。

1792.9.22共和国成立の日を革命暦紀元第１日とし、１年を12月、１ヶ月を30日、残りの５日(9.17-9.21)をサンキュ
ロットの日として祭日にした。月の名称には自然現象をあて、キリスト教的な週は廃止して、１ヶ月を３旬に分け、
各10日を休日とした。ここにも啓蒙思想の合理主義精神の影響がある。

1805.9 グレゴリウス暦に復帰 1806.1.1正式廃止
月の名称（和訳） グ暦相当日 月の名称（和訳） グ暦相当日

ヴァンデミエール（葡萄月） 9.22～ ジェルミナール（芽月） 3.21～

ブリュメール（霧月） 10.22～ フロレアル（花月） 4.20～

フリメール（霜月） 11.21～ プレリアル（草月） 5.20～

ニヴォーズ（雪月） 12.21～ メシドール（収穫月） 6.19 ～

プリュヴィオーズ（雨月） 1.20～ テルミドール（熱月） 7.19～

ヴァントーズ（風月） 2.19～ フリュクティドール（実月） 8.18～

⑥「理性の崇拝」を強制 1793.11.10～1794.3 キリスト教に替わる「合理的宗教」 エベール 1757-94 が推進

⑦1794.2.4 国民公会は奴隷制度廃止の政令を発布。 ←サン=ドマングの蜂起(1791～)

４）1794年7月27日 【23: （熱月)の 】でジャコバン派の独裁は崩壊！

あまりの強行路線はジャコバン派を孤立させ、穏健共和派などの政敵によって打倒された。指導者ロベスピエールも断頭

台の露と消え、穏健共和派のブルジョワジーによる支配が復活した。

参考 『ラ=マルセイエーズ』 工兵大尉ルージェ=ド=リール作詞作曲 原題「ライン軍の歌」 現 フランス共和国国歌

たて祖国の子らよ 栄えある日は来ぬ 彼ら何するものぞ おごれる地獄の犬
暴虐の砦に 見よ旗は血にそみぬ 裏切りと搾取の手もて わが敵は迫り来ぬ

見よ旗は血にそみぬ わが敵は迫り来ぬ
聞けわれらが野山を 踏みにじる轟きを フランス人よ何たる恥ぞ 憎しみを火と燃やし
わが同胞は穢れし手にくびられる 圧政をくだきて うたえよわがかちどき

取れ武器を組め隊伍を 取れ武器を組め隊伍を
進め進めわが祖国の平和を守れ 進め進めわが祖国の自由を守れ


